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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送信号を受信可能な表示装置に接続され、内蔵する記録部または装着された記録媒体
に記録された映像データ及び受信した放送信号から生成した映像データを前記表示装置に
対して出力可能な記録再生装置において、
　前記表示装置で表示中の映像データの入力源を示す入力選択情報を取得する取得手段と
、
　前記取得手段で取得した入力選択情報が、当該記録再生装置から出力した映像データの
入力を受けて画面に表示する第１の選択状態を示しているか、もしくは、現在当該記録再
生装置から出力中の映像データに対応する放送チャンネルの映像を前記表示装置が放送信
号から受信して画面に表示する第２の選択状態を示しているかを判定する判定手段と、
　放送信号から生成した映像データを前記表示装置に出力中であり、かつ、前記判定手段
で前記第１の選択状態を示していると判定された場合には、前記第１の選択状態から前記
第２の選択状態へと遷移させる指示コマンドを前記表示装置に送信し、前記指示コマンド
の送信後、前記取得手段で取得した入力選択情報が前記第２の選択状態を示していること
を確認し、当該記録再生装置を当該記録再生装置の消費電力量を抑制する第１の低消費電
力状態に遷移させる制御を実行する第１のモードと、放送信号から生成した映像データを
前記表示装置に出力中であり、かつ、前記判定手段で前記第２の選択状態を示していると
判定された場合には、前記指示コマンドを前記表示装置に送信せずに、当該記録再生装置
を前記第１の低消費電力状態に遷移させる制御を実行する第２のモードとを含む複数のモ
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ードの一つを設定する制御手段と、を有することを特徴とする記録再生装置。
【請求項２】
　更に、前記記録部または装着された記録媒体に記録された映像データを再生する再生手
段を有し、
　前記再生手段による映像データの再生が停止した後、前記取得手段で取得した入力選択
情報が前記第１の選択状態を示している場合に、前記制御手段は、前記表示装置を前記第
２の選択状態とする指示コマンドを前記表示装置に送信することを特徴とする請求項１に
記載の記録再生装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記取得手段で取得した入力選択情報が前記第２の選択状態を示して
いることを確認し、当該記録再生装置を前記第１の低消費電力状態に遷移させる前に、前
記第１の低消費電力状態よりも起動の早い低消費電力状態である第２の低消費電力状態に
遷移させることを特徴とする請求項１または２に記載の記録再生装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第２の低消費電力状態に遷移してから一定時間、当該記録再生装
置に動作を促す要求がない場合には、当該記録再生装置を前記第１の低消費電力状態に遷
移させる制御を実行することを特徴とする請求項３に記載の記録再生装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記第２の低消費電力状態に遷移したことを前記表示装置に表示する
ように、前記表示装置に対して制御指示を行うことを特徴とする請求項３または４に記載
の記録再生装置。
【請求項６】
　放送信号を受信可能な表示装置に接続され、内蔵する記録部または装着された記録媒体
に記録された映像データ及び受信した放送信号から生成した映像データを前記表示装置に
対して出力可能な記録再生装置の制御方法であって、
　前記表示装置で表示中の映像データの入力源を示す入力選択情報を取得する取得ステッ
プと、
　前記取得ステップで取得した入力選択情報が、当該記録再生装置から出力した映像デー
タの入力を受けて画面に表示する第１の選択状態を示しているか、もしくは、現在当該記
録再生装置から出力中の映像データに対応する放送チャンネルの映像を前記表示装置が放
送信号から受信して画面に表示する第２の選択状態を示しているかを判定する判定ステッ
プと、
　放送信号から生成した映像データを前記表示装置に出力中であり、かつ、前記判定ステ
ップで前記第１の選択状態を示していると判定された場合には、前記第１の選択状態から
前記第２の選択状態へと遷移させる指示コマンドを前記表示装置に送信し、前記指示コマ
ンドの送信後、前記取得ステップで取得した入力選択情報が前記第２の選択状態を示して
いることを確認し、当該記録再生装置を当該記録再生装置の消費電力量を抑制する第１の
低消費電力状態に遷移させる制御を実行する第１のモードと、放送信号から生成した映像
データを前記表示装置に出力中であり、かつ、前記判定ステップで前記第２の選択状態を
示していると判定された場合には、前記指示コマンドを前記表示装置に送信せずに、当該
記録再生装置を前記第１の低消費電力状態に遷移させる制御を実行する第２のモードとを
含む複数のモードの一つを設定する制御ステップと、を有することを特徴とする記録再生
装置の制御方法。
【請求項７】
　更に、前記記録部または装着された記録媒体に記録された映像データを再生する再生ス
テップを有し、
　前記再生ステップによる映像データの再生が停止した後、前記取得ステップで取得した
入力選択情報が前記第１の選択状態を示している場合に、前記制御ステップでは、前記表
示装置を前記第２の選択状態とする指示コマンドを前記表示装置に送信することを特徴と
する請求項６に記載の記録再生装置の制御方法。
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【請求項８】
　前記制御ステップでは、前記取得ステップで取得した入力選択情報が前記第２の選択状
態を示していることを確認し、当該記録再生装置を前記第１の低消費電力状態に遷移させ
る前に、前記第１の低消費電力状態よりも起動の早い低消費電力状態である第２の低消費
電力状態に遷移させることを特徴とする請求項６または７に記載の記録再生装置の制御方
法。
【請求項９】
　前記制御ステップでは、前記第２の低消費電力状態に遷移してから一定時間、当該記録
再生装置に動作を促す要求がない場合には、当該記録再生装置を前記第１の低消費電力状
態に遷移させる制御を実行することを特徴とする請求項８に記載の記録再生装置の制御方
法。
【請求項１０】
　前記制御ステップでは、前記第２の低消費電力状態に遷移したことを前記表示装置に表
示するように、前記表示装置に対して制御指示を行うことを特徴とする請求項8または9に
記載の記録再生装置の制御方法。
【請求項１１】
　請求項６乃至１０のいずれか1項に記載の記録再生装置の制御方法をコンピュータによ
り実行させるためのコンピュータで読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送波を受信可能な表示装置に接続された記録再生装置及びその制御方法並
びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、放送波を受信する表示装置と、放送波を受信可能な記録再生装置とを接続す
ることで、記録再生装置で記録した番組の映像や、市販されている映像を表示装置で視聴
することができる。そして、視聴終了後の記録再生装置の待機電力を無駄に消費するのを
防止するために、例えば特許文献１や特許文献２に記載されている記録再生装置が提案さ
れている。
【０００３】
　特許文献１に記載の記録再生装置では、所定動作を終えた後、一定期間経つと自動的に
電源を停止させる。また、特許文献２に記載されているテレビジョン受像機においては、
複数の外部機器と接続している場合に、視聴者が視聴する外部機器を切り替えた場合に、
先に接続されていた外部機器の電源をその切り替えと同時に制御して停止する方法が提案
されている。
【特許文献１】特開２００６－０１２２０７号公報
【特許文献２】特開２００４－０２３２２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一方、視聴者が記録再生装置において所定の再生動作を終了した後に、この記録再生装
置で受信した放送波を視聴している場合がある。このとき、表示装置で放送波を受信でき
ることから、記録再生装置の電力は無駄に消費されることになる。
【０００５】
　このようなケースにおいて、特許文献１の技術では、所定動作を終えた後に一定期間経
過すると、自動的に記録再生装置の電源を停止させる結果、突然、表示装置の画面が消え
ることになる。その後、視聴者が、表示装置の画面に表示する信号を外部入力の記録再生
装置から表示装置で受信した放送波に切り替えて、視聴していたチャンネルをセットする
まで、視聴者は、視聴していた番組が見られなくなる。このように、電力の無駄な消費を
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抑えることは出来ても、視聴者に対して不快感を与えることになってしまう。
【０００６】
　また、上記ケースにおいて特許文献２の技術では、視聴者が受像機において外部入力の
切替の動作を行わない限り、接続されている外部機器の電源が停止しないため、当該外部
機器において待機電力を無駄に消費しつづけることになる。
【０００７】
　本発明は上記従来の問題点に鑑み、視聴している放送波が一旦途切れるなどの不快感を
視聴者に与えずに、装置の電力の無駄な消費を抑えることができる記録再生装置及びその
制御方法並びにプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の記録再生装置は、放送信号を受信可能な表示装置に
接続され、内蔵する記録部または装着された記録媒体に記録された映像データ及び受信し
た放送信号から生成した映像データを前記表示装置に対して出力可能な記録再生装置にお
いて、前記表示装置で表示中の映像データの入力源を示す入力選択情報を取得する取得手
段と、前記取得手段で取得した入力選択情報が、当該記録再生装置から出力した映像デー
タの入力を受けて画面に表示する第１の選択状態を示しているか、もしくは、現在当該記
録再生装置から出力中の映像データに対応する放送チャンネルの映像を前記表示装置が放
送信号から受信して画面に表示する第２の選択状態を示しているかを判定する判定手段と
、放送信号から生成した映像データを前記表示装置に出力中であり、かつ、前記判定手段
で前記第１の選択状態を示していると判定された場合には、前記第１の選択状態から前記
第２の選択状態へと遷移させる指示コマンドを前記表示装置に送信し、前記指示コマンド
の送信後、前記取得手段で取得した入力選択情報が前記第２の選択状態を示していること
を確認し、当該記録再生装置を当該記録再生装置の消費電力量を抑制する第１の低消費電
力状態に遷移させる制御を実行する第１のモードと、放送信号から生成した映像データを
前記表示装置に出力中であり、かつ、前記判定手段で前記第２の選択状態を示していると
判定された場合には、前記指示コマンドを前記表示装置に送信せずに、当該記録再生装置
を前記第１の低消費電力状態に遷移させる制御を実行する第２のモードとを含む複数のモ
ードの一つを設定する制御手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、視聴している放送波が一旦途切れるなどの不快感を視聴者に与えずに
記録再生装置の電源を自動的に停止して、電力の無駄な消費を防ぐことが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１２】
　　［第１の実施の形態］
　　＜第１の実施の形態に係る構成＞
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る記録再生装置及び表示装置を示す機能ブロッ
ク図である。
【００１３】
　本実施の形態の記録再生装置１は、テレビジョンなどの表示装置１４に接続され、該表
示装置１４で再生される映像などの信号データがＨＤＤ等の記録媒体（後述する）に記録
されている。さらに、記録再生装置１は、前記表示装置１４とは独立して放送波を受信可
能な構成である。以下、具体的に説明する。
【００１４】
　図１に示すように、記録再生装置１及び表示装置１４はそれぞれ、テレビアンテナ１３
からテレビ放送電波を受信することが可能である。記録再生装置１は、制御部２、チャン
ネル設定部３、放送受信部４、記録部５、再生部６、電源制御部７、電源８、映像選択部
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９、映像出力部１０、外部通信部１１、及び外部命令受信部１２を備えている。
【００１５】
　制御部２は、チャンネル設定部３、記録部５、再生部６、電源制御部７、映像選択部９
、外部通信部１１、及び外部命令受信部１２と接続して、制御や通信を行う。チャンネル
設定部３は、制御部２から設定されたチャンネルを周波数値に変換し、放送受信部４にセ
ットする。放送受信部４は、テレビアンテナ１３より流れてくるＲＦ信号から、チャンネ
ル設定部４でセットされた周波数のＲＦ信号を受信する。デジタル放送であれば受信した
ＲＦ信号をＴＳ（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｓｔｒｅａｍ）信号に変換し、さらにＴＳ信号を
ＭＰＥＧ２信号に変換する。そして、ＭＰＥＧ２信号をＹＣｂＣｒ、ＲＧＢ信号等の映像
信号に変換して映像選択部９、及び記録部５へ送る。なお、信号を記録部５に送る際には
ＴＳ信号を映像信号として送信してもよい。
【００１６】
　記録部５は、制御部２からの記録命令を受けて、放送受信部４から送信された映像信号
を記録部５内の記録媒体に記録する。再生部６では、制御部２からの命令を受けて、記録
部５で記録された映像信号、及びＤＶＤで記録された市販の映像信号を再生し、映像選択
部９へ送信する。なお、本実施の形態では、メディアはＤＶＤとしたが、ブルーレイディ
スク、ＨＤ－ＤＶＤ、ＶＨＳ、ＳＤカードなど、映像信号を保存して再生できるメディア
であれば、これに限定するものではない。
【００１７】
　電源制御部７では、制御部２からの命令を受けて、電源８の制御を行う。電源８は、記
録再生装置１の各ブロックに電源を供給し、電源制御部７の制御を受けて各ブロックへの
電源供給のＯＮ／ＯＦＦを行う。映像選択部９は制御部２の制御を受けて、放送受信部４
から出力された映像信号と再生部６から出力された映像信号を選択して出力する。
【００１８】
　映像出力部１０は、映像選択部９からの入力映像を外部へ出力するフォーマットに変換
して出力する。本実施の形態では、表示装置１４の映像入力部１８に接続する。なお、出
力する映像信号はデジタル、アナログ、どちらに限定するものではない。
【００１９】
　外部通信部１１では、表示装置１４の表示装置外部通信部１９と接続されており、制御
部２と表示装置制御部２１の情報を相互通信する。なお、通信手段としては、ＩＥＥＥ１
３９４、ＨＤＭＩの制御信号等で行うが、通信できる手段があれば、これに限定するもの
ではない。
【００２０】
　外部命令受信部１２は、外部、すなわち視聴者の命令を受信し制御部２に伝達する。本
発明の実施の形態では特別に記載していないが、外部命令受信部のインターフェイスは、
スイッチ、或いはリモコンの受信部等で構成される。
【００２１】
　一方、表示装置１４は、表示装置映像選択部１５、表示装置放送受信部１６、表示装置
チャンネル設定部１７、映像入力部１８、表示装置外部通信部１９、表示部２０、表示装
置制御部２１、及び表示装置外部命令受信部２２を備えている。
【００２２】
　表示装置１４の表示装置映像選択部１５、表示装置放送受信部１６、及び表示装置チャ
ンネル設定部１７はそれぞれ、記録再生装置１の映像選択部９、放送受信部４、及びチャ
ンネル設定部３と同じ機能である。また、表示装置１４の表示装置外部通信部１９及び表
示装置外部命令受信部２２は、記録再生装置１の外部通信部１１及び外部命令受信部１２
と同じ機能である。
【００２３】
　表示装置１４の映像入力部１８は、記録再生装置１の映像出力部１０からの映像信号を
受けて、表示装置映像選択部１５に出力する。表示部２０は、表示装置映像選択部１５か
らの映像信号を受けて表示する。表示部２０のデバイスは、液晶ディスプレイ、プラズマ
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ディスプレイ、ブラウン管、有機ＥＬディスプレイ、無機ＥＬディスプレイ、電界放出デ
ィスプレイなど、表示装置デバイスとして使用できるものであればよい。
【００２４】
　表示装置制御部２１は、表示装置映像選択部１５、表示装置外部通信部１９、表示装置
チャンネル設定部１７、表示装置映像選択部１５、及び表示装置外部命令受信部２２と接
続され、表示装置１４の制御や外部との通信を行う。
【００２５】
　＜第１の実施の形態に係る動作＞
　次に、第１の実施の形態に係る動作について、図２のフローチャートを参照して説明す
る。図２は、第１の実施の形態における記録再生装置１の制御を示すフローチャートであ
る。
【００２６】
　まずＳ２０１では、外部命令受信部１２が視聴者から再生動作の停止命令を受信すると
、制御部２は、再生部６に停止命令を送る。或いは記録された画像が最後まで再生された
時に、再生部６は再生を停止し、この停止したことを制御部２に送信する。このように、
Ｓ２０１の処理が行われると、制御部２の処理はＳ２０２へ進む。
【００２７】
　Ｓ２０２において、記録再生装置１の制御部２は、再生停止後、再生前に設定されてい
たチャンネルの放送波を表示装置１４へ出力する。このＳ２０２を実行するため、制御部
２は、映像選択部９に対して、放送受信部４で受信した映像を選択して映像出力部１０へ
転送するように指示する。
【００２８】
　次のＳ２０３では、表示装置１４に表示されている映像信号の入力選択状態（以下、映
像入力選択状態と記す）を調べる。この映像入力選択状態とは、表示装置１４において、
現在、表示装置放送受信部１６を通して放送波で映像を表示しているのか、或いは記録再
生装置１などの外部入力で映像を表示しているのか、また外部入力であればどの外部入力
を選択して表示しているのか示す。Ｓ２０３を実行するため、制御部２は、外部通信部１
１及び表示装置１４の表示装置外部通信部１９を介して表示装置制御部２１と通信して、
表示装置１４の現在の映像入力選択状態を調査する。
【００２９】
　Ｓ２０４では、Ｓ２０３で確認した表示装置１４の映像入力選択状態の調査結果で、表
示装置１４が前記Ｓ２０２で記録再生装置１から出力した映像を選択しているか否かを判
断する。その結果、ＹＥＳであればＳ２０５へ進み、ＮＯであればＳ２０８へ進む。この
Ｓ２０４でＮＯの場合とは、視聴者が表示装置１４で受信した放送波、或いは記録再生装
置１とは別の外部入力の映像を視聴していることを示している。この場合には、Ｓ２０８
において、省エネルギーの観点からすぐに記録再生装置１を第１のスタンバイ状態にする
。
【００３０】
　上記Ｓ２０４の処理を実行するために、制御部２は、表示装置１４が記録再生装置１か
ら出力した映像を選択しているか否かを判断する。また、Ｓ２０８で記録再生装置１を第
１のスタンバイ状態にするには、まず制御部２から電源制御部７へ第１のスタンバイ状態
なるように命令を送信する。次に電源制御部７は電源８に対して、制御部２、電源制御部
７、外部通信部１１、及び外部命令受信部１２を除く各ブロックへの電源供給をストップ
すように指示を出す。そして、電源８は指示されたとおり各ブロックへの電源の供給をス
トップすることで、記録再生装置１が第１のスタンバイ状態となる。
【００３１】
　Ｓ２０５は、Ｓ２０４でＹＥＳの場合に実行される。つまり、表示装置１４が記録再生
装置１から出力した映像を選択している場合には、視聴者は記録再生装置１で受信した放
送波を表示装置１４で視聴している可能性が高いと考えられる。そこでＳ２０５では、表
示装置１４に対して、記録再生装置１で設定されている放送波のチャンネルを知らせる。
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さらに、表示装置１４に対して、現在の外部入力の映像入力選択状態、つまり記録再生装
置１の映像入力から、前記知らせたチャンネルの放送波を受信する映像入力へと映像入力
選択状態を切り替えるように指示する。この制御は、制御部２から、外部通信部１１と表
示装置１４の表示装置外部通信部１９を介して、表示装置１４の表示装置制御部２１に情
報を送信することで実行される。
【００３２】
　Ｓ２０６では、Ｓ２０５で記録再生装置１から指示したチャンネルに切り替わったどう
かを調べるために、表示装置１４側の映像入力選択状態を調べる。次のＳ２０７では、Ｓ
２０６で調べた表示装置１４の映像入力選択状態が、記録再生装置１からの映像入力以外
の選択になっているか否かを判断する。そして、記録再生装置１からの映像入力以外の映
像が入力されている場合（ＹＥＳの場合）、Ｓ２０８へフローを遷移させて、記録再生装
置１を第１のスタンバイ状態にする。
【００３３】
　一方、記録再生装置１からの映像入力が表示されている場合（ＮＯの場合）、Ｓ２０６
へフローを戻して、記録再生装置１からの映像入力以外の映像が出力されるまで、Ｓ２０
６とＳ２０７のステップを繰り返す。このステップは制御部２で判断を行う。
【００３４】
　＜第１の実施の形態に係る利点＞
　例えば、視聴者が記録再生装置１において再生動作の停止などの所定の動作を終了した
後に、表示装置１４が記録再生装置１の入力を選択して映像を表示しているときは、視聴
者は記録再生装置１で受信した放送波を視聴していると判断し、次のような処理を行う。
即ち、記録再生装置１で設定されている放送波のチャンネルを、放送波を受信可能な表示
装置１４にセットし、該表示装置１４の映像入力を放送波に切り替える。この切り替え後
に記録再生装置１をスタンバイ状態にする。
【００３５】
　これにより、視聴者が記録再生装置１で所定の再生動作を終了した後に、この記録再生
装置１で受信した放送波を表示装置１４で視聴し続けている場合に、次のような利点があ
る。即ち、視聴している放送波が一旦途切れることもなく、放送波の受信機器が、動作を
終了した記録再生装置１から表示装置１４に自動的に切り替わり、視聴者に対して不快感
を与えることなく、記録再生装置１の電力の無駄な消費を抑えることができる。
【００３６】
　なお、表示装置１４の映像入力を放送波に切り替えるタイミングについては、コマーシ
ャルや、シーンチェンジなどを検出してから切り替えるようにしてもよい。このようにす
れば、よりスムーズに映像の切り替えを行うことができる。
【００３７】
　［第２の実施の形態］
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。
【００３８】
　＜第２の実施の形態に係る構成＞
　図３は、本発明の第２の実施の形態における記録再生装置の機能ブロック図である。
【００３９】
　第２の実施の形態に係る記録再生装置１０１の構成は、第１の実施の形態と同じである
。構成が異なるのは、第１の実施の形態の表示装置１４にＯＳＤ（オン・スクリーン・デ
ィスプレイ）部２３を備えて、第２の実施の形態に係る表示装置１０２を構成した点であ
る。
【００４０】
　ＯＳＤ部２３は、表示装置制御部２１と接続されており、表示装置制御部２１の指示を
受けて、キャラクター等の文字を所定のタイミングで表示装置映像選択部１５に出力する
。ＯＳＤ部２３以外のブロックは、第１の実施の形態と同じである。
【００４１】
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　＜第２の実施の形態に係る動作＞
　次に、第２の実施の形態に係る動作について、図４及び図５を参照して説明する。図４
及び図５は、第２の実施の形態における記録再生装置１０１の制御を示すフローチャート
である。
【００４２】
　まずＳ３０１では、制御部２が記録再生装置１０１の所定の動作の終了を検出する。第
２の実施の形態における所定の動作の終了とは、第１の実施の形態と同様の再生停止のほ
か、録画予約の終了など、放送波を映像出力部１０から出力する動作に切り替わる前の動
作の終了を所定の動作の終了とする。制御部２が所定の動作の終了を検出すると、Ｓ３０
２へ処理を遷移させる。
【００４３】
　Ｓ３０２からＳ３０７までの処理は、第１の実施の形態で説明したＳ２０２からＳ２０
７とそれぞれ対応するので説明は割愛する。
【００４４】
　表示装置１０２の映像入力選択状態が、記録再生装置１０１からの映像入力以外の選択
になっていると判断された場合、つまり、ステップＳ３０７において、指定したチャンネ
ルに切り替わっていると判断された場合には、制御部２はＳ３０８の処理を実行する。
【００４５】
　Ｓ３０８では、記録再生装置１０１を第２のスタンバイ状態にする。Ｓ３０８の実行は
、まず制御部２が電源制御部７に対し第２のスタンバイ状態になるよう指示する。そして
、電源制御部７は電源８へ所定のブロックへの電源供給を選択してストップするよう指示
することで、記録再生装置１０１を第２のスタンバイ状態にする。本例では、制御部２、
電源制御部７、外部通信部１１、外部命令受信部１２、記録部５、及び再生部６以外のブ
ロックに対し電源供給をストップする。
【００４６】
　なお、第２のスタンバイ状態とは、視聴者が電源ＯＮ等の動作をさせたい時に、第１の
スタンバイ状態に比べて時間的に早く動作開始できる状態を示しており、この条件を満た
すのであれば、電源供給をストップするブロックは上記に限るものではない。
【００４７】
　Ｓ３０９では、記録再生装置１０１が第２のスタンバイ状態へ移行した後は、第２のス
タンバイ状態へ記録再生装置１０１が移行したことを視聴者に知らせる。そのために、記
録再生装置１０１側から、表示装置１０２のＯＳＤ機能を用いて、記録再生装置１０１が
第２のスタンバイ状態になったことを知らせるように指示する。このＳ３０９は、制御部
２が、表示装置制御部２１へ外部通信部１１及び表示装置１０２の表示装置外部通信部１
９を介して指示を出す。表示装置制御部２１は、ＯＳＤ部２３に対して一定時間、記録再
生装置１０１がスタンバイ状態になったことを表示するための処理を行うように指示する
。これと同時に、表示装置制御部２１は、表示装置映像選択部１５に対して一定時間、Ｏ
ＳＤ部２３から出力された文字を、所定のタイミングで映像と合成し或いは選択して出力
するように指示する。
【００４８】
　次のＳ３１０では、Ｓ３０９でスタンバイ通知後一定時間内に視聴者から電源ＯＮなど
の指示、つまり記録再生装置１０１に動作を促す要求があったか否かを判定し、指示があ
った場合（ＹＥＳ）には、Ｓ３１５へ移行する。Ｓ３１５では、表示装置１０２に、記録
再生装置１０１が接続されている外部入力を選択して出力するよう、映像入力選択状態の
切り替えを指示する。この制御は、電源ＯＮの指示を外部命令受信部１２で受信してその
命令を制御部２が受ける。制御部２は、電源制御部７へ全てのブロックを電源ＯＮにする
よう指示する。全てのブロックが起動した後、制御部２は、表示装置制御部２１に外部通
信部１１及び表示装置外部通信部１９を介して映像入力選択状態の切り替えを指示する。
【００４９】
　一方、Ｓ３１０の判定で、電源ＯＮの指示がなかった場合（ＮＯ）には、制御部２は、



(9) JP 5159476 B2 2013.3.6

10

20

30

40

50

Ｓ３１１へ処理を移行する。Ｓ３１１では、視聴者から電源ＯＦＦの指示があったか否か
を判定し、電源ＯＦＦの指示があった場合（ＹＥＳ）には、制御部２は、Ｓ３１４に移行
して記録再生装置１０１を第１のスタンバイ状態にする。指示がない場合（ＮＯの場合）
はＳ３１２へ移行する。
【００５０】
　記録再生装置１０１を第１のスタンバイ状態にする場合は、制御部２から電源制御部７
へ第１のスタンバイ状態へなるよう指示を行い、電源制御部７は電源８へ所定のブロック
への電源供給をストップするよう指示を行う。
【００５１】
　Ｓ３１２では、視聴者から電源ＯＮの指示がなく一定時間経過するのを待ち、その後、
制御部２は、処理をＳ３１３へ移行する。Ｓ３１２では、制御部２は、一定時間のカウン
トし、カウンタの値が予め設定されている値より小さければ、Ｓ３１１に処理を戻し、設
定されている値をカウンタの値が超えれば、Ｓ３１３へ移行する。
【００５２】
　Ｓ３１３で視聴者から電源ＯＮの指示があった場合（ＹＥＳの場合）は、制御部２は、
第２のスタンバイ状態から復帰させて、Ｓ３１５へ移行する。Ｓ３１３で視聴者から電源
ＯＮの指示が無かった場合（ＮＯの場合）は、Ｓ３１４へ移行して第１のスタンバイ状態
へ遷移後、処理は終了する。
【００５３】
　＜本実施の形態に係る利点＞
　第２の実施の形態においても、上記第１の実施の形態と同様の利点を得ることができる
。さらに、記録再生装置１０１が第２のスタンバイ状態になった後、記録再生装置１０１
側から、表示装置１０２のＯＳＤ機能を用いて、視聴者に対して第２のスタンバイ状態に
なったことを知らせるようにしたので、次のような利点を得ることができる。即ち、視聴
者が記録再生装置１０１が第２のスタンバイ状態へ移行したことを確認することができ、
記録再生装置１０１を再度視聴したいときに、すぐに起動状態に復帰することができる。
逆に記録再生装置１０１を第１のスタンバイ状態にするための動作を視聴者に対し促すこ
ともできる。
【００５４】
　［第３の実施の形態］
　次に、本発明の第３の実施の形態について説明する。
【００５５】
　＜第３の実施の形態に係る構成＞
　図６は、本発明の第３の実施の形態における記録再生装置の機能ブロック図である。
【００５６】
　本実施の形態における記録再生装置１１１の構成は、第２の実施の形態の記録再生装置
１０１に番組予約制御部２４を追加した構成であり、表示装置１１２は第２の実施の形態
の表示装置１０２と同じ構成である。
【００５７】
　番組予約制御部２４は、視聴者の番組録画予約の指示を受けて、番組録画予約時間、予
約チャンネル、及び予約録画の実行を管理する。また、映像選択部９に対し、視聴者が予
約をする際に予約画面を出力する。
【００５８】
　次に、第３の実施の形態に係る動作について、図７及び図８を参照して説明する。図７
及び図８は、第３の実施の形態における記録再生装置１１１の制御を示すフローチャート
である。
【００５９】
　Ｓ４０１からＳ４０９までの処理は、前述した第２の実施の形態のＳ３０１からＳ３０
９までの処理とそれぞれ対応するので説明は割愛する。
【００６０】
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　制御部２は、第２のスタンバイ状態を表示装置１１２のＯＳＤ部２３の機能を用いて視
聴者に知らせた後（Ｓ４０９）、Ｓ４１０において視聴者が番組予約の指示したか否かを
判定する。視聴者が番組予約の指示した場合（ＹＥＳの場合）、Ｓ４１１へ移行し、表示
装置１１２に対して、記録再生装置１１１が接続されている外部入力を選択するように映
像入力選択状態の切り替えを指示する。この制御は、制御部２が外部命令受信部１２を経
由して番組予約の指示を受け、番組予約制御部２４へ指示を転送する。制御部２は、映像
選択部９に番組予約制御部２４からの番組予約画面を選択して出力するよう指示する。番
組予約制御部２４は番組予約画面を出力する。また制御部２は、番組予約画面を表示装置
１１２に表示させるために、表示装置制御部２１に対して、外部通信部１１及び表示装置
外部通信部１９を介して、記録再生装置１１１が接続されている外部入力を選択するよう
に映像入力選択状態の切り替えを指示する。
【００６１】
　Ｓ４１２は番組予約の実行のステップである。このＳ４１２は番組予約制御部２４が、
外部命令受信部１２から制御部２を介して受信した視聴者の指示どおり番組の録画予約を
行う。
【００６２】
　Ｓ４１３では、番組予約制御部２４が、番組予約終了後に、視聴者に対し、放送波を視
聴するかどうかを問い合わせる画面表示を行う。Ｓ４１４では、この画面表示において、
視聴者が放送波を視聴するか否かを判定する。視聴者が放送波を視聴する（ＹＥＳ）を選
択した場合、Ｓ４１５へ進んで、Ｓ２０５と同様に、現在の記録再生装置１１１で設定さ
れている放送波のチャンネルを設定する。視聴者が放送波を視聴しないを選択（ＮＯを選
択）した場合、Ｓ４１６へ移行し、記録再生装置１１１を第１のスタンバイ状態にする。
【００６３】
　上記Ｓ４１４の処理は、視聴者の選択結果を、番組予約制御部２４から制御部２へ転送
し、制御部２は視聴者の選択結果を受ける。そして、ＹＥＳの場合は表示装置１１２と通
信して、表示装置１１２に、記録再生装置１１１が接続されている外部入力を選択して出
力されるよう、映像入力選択状態の切り替えを指示する。ＮＯの場合は、記録再生装置１
１１を第１のスタンバイ状態にするために、電源制御部７へ指示する。電源制御部７は第
１の実施の形態と同様に電源８に対して、制御部２、電源制御部７、外部通信部１１、及
び外部命令受信部１２を除く各ブロックへの電源供給をストップするように指示を出す。
そして、電源８は指示されたとおり各ブロックへの電源の供給をストップして、記録再生
装置１は第１のスタンバイ状態となる。第１のスタンバイ状態へ遷移後、記録再生装置１
１１の処理は終了する（Ｓ４１７）。
【００６４】
　＜第３の実施の形態に係る利点＞
　第３の実施の形態においても、上記第１の実施の形態と同様の利点を得ることができる
。さらに、記録再生装置１１１が第２のスタンバイ状態になった後、視聴者が第２のスタ
ンバイ状態に気づいて急いで番組予約を実行しようとしても、すぐに動作・対応すること
ができる。また、番組予約後、視聴者の手を煩わすことなく、スムーズに放送波に移行し
つつ電源を自動的に第１のスタンバイ状態に遷移させることができるので、所定の動作停
止後、無駄に電力を消費することを防ぐ事ができる。
【００６５】
　なお、本発明の目的は、以下の処理を実行することによっても達成される。即ち、上述
した実施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した記憶媒体を
、システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（またはＣＰＵ
やＭＰＵ等）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出す処理である。
【００６６】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機
能を実現することになり、そのプログラムコード及び該プログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成することになる。
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【００６７】
　また、プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、次のものを用いることが
できる。例えば、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、光磁気ディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ
、ＤＶＤ＋ＲＷ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等である。または、プロ
グラムコードをネットワークを介してダウンロードしてもよい。
【００６８】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上記実施の
形態の機能が実現される場合も本発明に含まれる。加えて、そのプログラムコードの指示
に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の
処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される
場合も含まれる。
【００６９】
　更に、前述した実施の形態の機能が以下の処理によって実現される場合も本発明に含ま
れる。即ち、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された
機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込ま
れる。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユ
ニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行う場合である。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】第１の実施の形態に係る記録再生装置及び表示装置を示す機能ブロック図である
。
【図２】第１の実施の形態における記録再生装置の制御を示すフローチャートである。
【図３】第２の実施の形態における記録再生装置の機能ブロック図である。
【図４】第２の実施の形態における記録再生装置の制御を示すフローチャートである。
【図５】図４の続きのフローチャートである。
【図６】第３の実施の形態における記録再生装置の機能ブロック図である。
【図７】第３の実施の形態における記録再生装置の制御を示すフローチャートである。
【図８】図７の続きのフローチャートである。
【符号の説明】
【００７１】
１，１０１，１１１記録再生装置
２　制御部
３　チャンネル設定部
４　放送受信部
５　記録部
６　再生部
７　電源制御部
８　電源
９　映像選択部
１０　映像出力部
１１　外部通信部
１２　外部命令受信部
１３　テレビアンテナ
１４　１０２，１１２　表示装置
１５　表示装置映像選択部
１６　表示装置放送受信部
１７　表示装置チャンネル設定部
１８　映像入力部
１９　表示装置外部通信部
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２０　表示部
２１　表示装置制御部
２２　表示装置外部命令受信部
２３　ＯＳＤ部
２４　番組予約制御部

【図１】 【図２】



(13) JP 5159476 B2 2013.3.6

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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